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二
〇
二
五
年
は
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て

か
ら
八
十
年
を
迎
え
る
年
に
な
り
ま
す
。 

 

全
国
各
地
の
博
物
館
で
は
、
太
平
洋
戦
争
関

係
の
企
画
展
が
多
く
開
催
さ
れ
、
真
鶴
町
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
七
月
一
日
～
八
月
二
十

四
日
の
期
間
で
、「
真
鶴
と
太
平
洋
戦
争
展
」
と

い
う
企
画
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

今
回
の
文
化
財
だ
よ
り
で
は
、「
真
鶴
と
太
平

洋
戦
争
～
戦
後
八
十
年
を
考
え
る
～
」
と
題
し

て
、
真
鶴
町
と
太
平
洋
戦
争
の
歴
史
や
戦
争
遺

構
な
ど
に
つ
い
て
特
集
い
た
し
ま
す
。 

 

戦
争
を
体
験
し
た
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

今
、
真
鶴
町
と
太
平
洋
戦
争
の
歴
史
を
後
世
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
調
査
・
研
究
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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「真鶴と太平洋戦争展」の様子 

 

「真鶴町国民学校当直日誌（昭和20年度）」 

（真鶴町教育委員会所蔵） 

8月15日には、早朝より空襲警報があったこと、正午に玉

音放送があったことが記されている。 
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文
化
財
審
議
委
員
長 

三
木 

宏 

 

二
〇
二
五
年
で
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し

て
か
ら
八
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
日
本
の
終
戦

は
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
で
、
こ
れ
以
降
の

年
月
を
指
し
て
戦
後
と
呼
び
ま
す
。 

こ
の
節
目
に
各
地
で
は
終
戦
の
日
の
慰
霊
式

や
終
戦
か
ら
八
十
年
を
機
に
国
内
外
で
平
和
祈

念
行
事
や
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

戦
争
や
紛
争
が
今
も
続
い
て
い
る
現
状
に
目
を

向
け
、
平
和
を
築
く
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考

え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
新
聞
各

社
や
テ
レ
ビ
局
で
は
、
戦
争
の
記
憶
歴
史
、
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
特
集
記
事
や
番
組
が
多
数

企
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
争
を
知
る
世
代
が

少
な
く
な
る
中
、
当
時
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

戦
争
の
記
憶
を
次
世
代
に
繋
げ
る
取
組
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
記
憶
が
風
化
し
な
い
よ

う
、
こ
れ
を
機
に
平
和
へ
の
思
い
が
発
信
さ
れ

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

私
自
身
は
戦
後
の
生
ま
れ
で
す
が
、
父
母
は

戦
争
の
体
験
者
で
し
た
。
一
九
二
〇
年
（
大
正

九
）
生
ま
れ
の
父
は
よ
く
私
に
、
子
供
の
頃
は

ま
だ
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
名
残
も
あ
り
平
和

を
感
じ
た
が
、
ま
さ
か
子
供
の
頃
に
起
き
た
戦

争
に
自
分
が
出
征
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
、

大
正
生
ま
れ
の
同
世
代
は
十
五
年
戦
争
で
一
番

命
を
落
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
十
五
年
戦
争
と
は
、
一
九
三
一
年
の
満
州

事
変
か
ら
日
中
戦
争
、
そ
し
て
一
九
四
五
年
の

太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で
の
十
五
年
間
（
実
質
十

三
年
十
一
ヶ
月
）
に
及
ぶ
日
本
が
中
心
と
な
っ

た
対
外
戦
争
の
総
称
で
す
。 

満
州
事
変
勃
発
は
、
当
時
の
真
鶴
地
域
に
暮

ら
す
人
々
か
ら
見
れ
ば
遠
い
出
来
事
で
し
た
。

し
か
し
、
同
年
発
会
式
を
あ
げ
た
国
民
国
防
同

盟
が
広
範
に
献
金
運
動
を
組
織
し
、
特
に
鉄
兜

て
つ
か
ぶ
と

献
金
が
功
を
奏
す
る
と
、
軍
へ
の
献
金
運
動
は

全
国
的
に
盛
り
上
が
り
、
真
鶴
地
域
に
も
そ
の

影
響
が
及
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
好
む
と

好
ま
ざ
る
と
に
関
係
な
く
戦
争
の
影
が
し
の
び

よ
っ
て
き
た
の
で
す
。
日
中
戦
争
（
支
那
事
変
）

を
契
機
に
日
本
は
一
段
と
戦
時
色
を
強
め
、

人
々
の
生
活
も
大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

戦
時
色
と
い
う
言
葉
を
端
的
に
言
っ
て
し
ま
え

ば
軍
人
中
心
の
中
央
集
権
的
な
制
度
が
政
治
・

経
済
・
社
会
の
各
方
面
で
作
り
あ
げ
ら
れ
、

人
々
の
日
常
生
活
ま
で
も
が
戦
争
の
た
め
の
組

織
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
社
会
状
況
と
い
え

ま
す
。 

そ
の
時
代
、
ご
く
ご
く
平
凡
な
家
庭
が
戦
時

体
制
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
父

の
兄
は
陸
軍
の
二
度
目
の
招
集
で
出
征
し
、
ビ

ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
で
戦
死
し
ま
し
た
。

戦
時
中
、
小
学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
父
は
北
京

の
通
信
連
隊
で
軍
隊
生
活
を
送
り
、
父
の
弟
は

予
科
練
で
桜
花

お

う

か

（
特
攻
兵
器
）
に
搭
乗
予
定
で

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
父
も
そ
う
で
す
が
、
軍

隊
経
験
の
あ
る
者
は
そ
の
多
く
を
語
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

『
来
ぬ
敵
機
見
上
げ
る
空
に
鳶
一
羽
』 

こ
の
句
は
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
戦
死
し
た
伯

父
が
最
後
に
軍
事
郵
便
で
祖
母
に
送
っ
た
も
の

で
す
。
消
印
の
日
付
の
数
日
後
、
伯
父
は
戦
死

し
て
い
ま
す
。 

骨
壷
に
小
石
だ
け
が
入
っ
て
故
郷
に
戻
っ
て

き
た
伯
父
の
戦
死
に
関
し
て
父
は
、

暁
あ
か
つ
き

一
七

五
〇
部
隊
・
船
舶
工
兵
第
十
一
連
隊
の
戦
友
会

と
連
絡
を
取
り
合
い
、
昭
和
五
十
年
に
最
終
的

に
、
連
隊
長
で
あ
っ
た
石
村
氏
（
当
時
陸
軍
大

佐
）
か
ら
伯
父
の
戦
死
に
至
っ
た
状
況
を
詳
細

に
記
し
た
書
簡
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。 

海
軍
に
陸
戦
隊
が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
陸
軍
に

暁
あ
か
つ
き

部
隊
と
呼
ば
れ

る
船
舶
部
隊
が
あ
っ
た
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
船
舶
司
令
部
は
、
戦
時
に
お
け

る
軍
隊
・
物
資
等
の
船
舶
輸
送
を
指
揮
統
率
し

た
陸
軍
の
組
織
で
す
。
船
舶
司
令
部
が
統
括
し

た
陸
軍
船
舶
部
隊
は
、
各
隊
に
与
え
ら
れ
た
通

称
号
の
兵
団
文
字
符
「
暁
」
か
ら
「
暁
部
隊
」

と
通
称
さ
れ
ま
し
た
。
最
大
十
八
万
人
の
将
兵

が
在
籍
し
ま
し
た
。 

戦
争
末
期
に
は
、
こ
の
暁
部
隊
が
真
鶴
に
駐

屯
し
た
と
の
記
録
も
あ
り
ま
す
。
地
政
学
的
に

見
て
真
鶴
岬
が
首
都
防
衛
に
い
か
に
重
要
な
位

戦時下の国民学校高等科の授業風景 

 

語
り
継
ぐ
戦
時
下
の
真
鶴 
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置
に
あ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
末

期
に
は
、
暁
部
隊
が
「
マ
ル
レ
」
と
呼
称
さ
れ

る
ベ
ニ
ヤ
板
製
の
小
型
ボ
ー
ト
の
船
尾
に
爆
雷

を
積
ん
で
敵
艦
に
突
入
す
る
水
上
特
攻
兵
器
の

訓
練
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
真
鶴
地
域
で
も
特

攻
基
地
の
建
設
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

な
ぜ
、
あ
の
戦
争
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
か
、
冷
静
で
合
理
的
判
断
よ
り
も
精

神
的
・
情
緒
的
な
判
断
が
重
視
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
よ
り
、
国
の
進
む
べ
き
進
路
を
誤
っ
た

歴
史
を
繰
り
返
し
て
は
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
が
置
か
れ
る
安
全
保
障
が
厳
し
い

か
ら
こ
そ
、
歴
史
に
学
ぶ
べ
き
だ
と
痛
感
し
ま

す
。
未
来
へ
の
継
承
、
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
な
い
よ
う
、
教
訓
を
再
認
識
し
、
次
世
代
に

平
和
の
大
切
さ
を
重
視
さ
せ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。 

   
 

文
化
財
審
議
委
員 

小
関 

雅
則 

  

「
戦
争
遺
構
」
と
は
、
様
々
な
書
物
等
に
よ

る
と
、「
近
代
日
本
の
侵
略
戦
争
と
そ
の
遂
行
過

程
で
、
戦
闘
や
跡
地
の
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
具
体
的
に
整
理
す
る
と
①
建
造
物
、

②
遺
構
、
③
跡
地
と
い
う
分
類
と
な
り
、
そ
の

視
点
か
ら
「
戦
争
遺
構
」
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
に
細
分
化
し
た
場
合
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。 

Ⅰ
、
軍
官
衙

か

ん

が… 

師
団
司
令
部
・
連
隊
本
部
・
大

隊
本
部
、
軍
研
究
所
、
軍
病
院
、
傷
痍
軍

人
療
養
所
。 

Ⅱ
、
軍
事
施
設 

訓
練
所
・
実
験
場
、
本
土
決

戦
陣
地
、
特
攻
基
地
、
監
視
哨
、
民
間
防

空
壕
、
軍
隊
宿
舎(

学
校
・
寺
院
等)

、
通

信
所
、
軍
用
道
路
、
対
空
電
探
基
地
。 

Ⅲ
、
生
産
施
設 
軍
工
場
、
軍
需
工
場
、
地
下

工
場
、
学
校
工
場
。 

Ⅳ
、
戦
場 

空
襲
被
災
地
跡
、
空
襲
被
災
樹

木
・
機
銃
弾
痕
、
空
襲
記
念
碑
。 

Ⅴ
、
居
住
地 

外
国
人
収
容
所(

抑
留
地)

、
外

国
人
疎
開
地
、
学
童
疎
開
地
。 

Ⅵ
、
埋
葬
地 

軍
人
の
墓
、
外
国
軍
人
の
墓
、

外
国
人
の
墓
。 

Ⅶ
、
慰
霊
施
設 

戦
没
者
慰
霊
施
設
、
戦
争
碑
。 

Ⅷ
、
そ
の
他 

奉
安
殿
、
青
少
年
錬
成
施
設
、

戦
時
資
料
展
示
施
設
。 

「
戦
争
遺
構
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
八
〇

年
頃
か
ら
の
言
葉
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
前
は
「
戦
争
遺
構
」、「
戦
争
遺
跡
」
と
い
う

用
語
が
書
物
な
ど
で
目
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
戦
争
に
直
接
関
係
な
い
概
念
ま

で
も
含
み
「
戦
争
遺
構
」
と
「
戦
争
遺
跡
」
を

区
別
し
て
捉
え
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
一
般
的

で
し
た
。 

「
遺
構
」
は
、
現
在
ま
で
そ
の
ま
ま
又
は
遺

構
と
し
て
残
っ
て
い
る
構
造
物
や
痕
跡
、「
遺
跡
」

は
、
痕
跡
や
戦
跡
、
戦
蹟
と
い
う
よ
う
に
、

は
っ
き
り
と
し
た
用
語
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
書
物
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
検

索
す
る
際
に
、
研
究
者
や
編
集
者
の
ま
ち
ま
ち

な
用
語
の
使
い
方
に
よ
り
、
同
じ
言
葉
を
使
っ

て
も
検
索
内
容
が
異
な
り
十
分
な
論
議
や
研
究

の
深
化
し
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

現
在
は
、
広
い
意
味
で
「
遺
構
」
の
方
を

使
っ
て
い
る
書
物
等
が
多
い
の
で
、
こ
こ
で
も

「
遺
構
」
と
統
一
し
ま
し
た
。 

真
鶴
に
あ
る
戦
争
遺
構
の
一
部
を
紹
介
す
る

と
、
四
つ
の
「
戦
争
碑
」
が
あ
り
ま
す
。 

碑
銘
：
忠
魂
碑 

建
立
年
代
：
一
九
一
六
年
（
大
正
五
） 

建
立
者
：
帝
国
在
郷
軍
人
会
真
鶴
分
会 

揮
毫

き

ご

う

者
：
元
帥
侯
爵
山
県
有
朋 

所
在
・
住
所
：
真
鶴
一
一
一
七 

 

碑
銘
：
忠
魂
碑 

建
立
年
代
：
大
正
八
年
（
一
九
一
九
） 

建
立
者
：
帝
国
在
郷
軍
人
会
岩
村
分
会 

揮
毫
者
：
元
帥
侯
爵
山
県
有
朋 

所
在
・
住
所
：
岩
六
五
三 

 

碑
銘
：
護
国
塔 

建
立
年
代
：
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
） 

建
立
者
：
記
載
な
し 

揮
毫
者
：
円
覚
寺
管
長
宗
源 

所
在
・
住
所
：
岩
六
五
三 

 

碑
銘
：
慰
霊
塔 

建
立
年
代
：
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
） 

建
立
者
：
記
載
な
し 

揮
毫
者
：
靖
国
神
社
宮
司
筑
波
藤
麿 

所
在
・
住
所
：
真
鶴
一
一
一
七 

 

特
攻
潜
水
艇
「
海
龍
」
の
基
地 

海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
の
若
者
た
ち
を
要
員

と
す
る
、
特
殊
潜
航
艇
の
基
地
が
未
完
成
の
ま

ま
、
今
は
穴
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

貴
船
神
社
の
崖
下
に
一
つ
の
横
穴
が
あ
り
ま

す
。
今
は
も
う
何
の
為
に
掘
ら
れ
た
横
穴
か
知

真
鶴
町
の
戦
争
遺
構 



- 4 - 

 

ら
な
い
人
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
横
穴
は
戦
争
末
期
に
本
土
決
戦
に
備
え
て
海

軍
が
掘
っ
た
特
殊
潜
航
艇
「
海
龍
」
の
未
完
成

の
格
納
庫
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

本
土
決
戦
に
な
っ
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
軍
を

中
心
と
す
る
連
合
国
軍
が
、
首
都
東
京
に
近
い

こ
の
相
模
湾
に
上
陸
し
陸
路
で
首
都
東
京
に
入

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
日
本
政
府
・
日
本

軍
は
、
そ
の
為
に
全
国
に
配
置
さ
れ
て
い
た
部

隊
を
再
編
成
さ
れ
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

相
模
湾
を
中
心
と
す
る
地
域
に
は
、
昭
和
二

十
年
（
一
九
四
五
）
六
月
十
一
日
、
旧
真
鶴
国

民
学
校
に
「
ウ
六
〇
七
海
軍
第
一
六
嵐
部
隊

真
向

ま

さ

き

部
隊
」
が
静
岡
県
旧
清
水
市
三
保
の
「
清

水
海
軍
航
空
隊
」
か
ら
約
二
百
人
が
伊
豆
半
島

を
中
心
に
水
中
（
回
天
艇
他
）・
水
上
（
震
洋
艇
）

に
よ
っ
て
上
陸
連
合
国
軍
に
対
し
て
特
別
攻
撃

（
特
攻
）
を
か
け
る
た
め
に
駐
在
し
て
い
ま
し

た
。 

 

こ
の
部
隊
に
所
属
し
て
い
た
人
の
回
想
録
が

『
真
鶴
』
第
三
十
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
、「
私

た
ち
は
潜
水
艇
乗
務
員
と
い
う
こ
と
で
、
海
岸

に
壕
や
穴
を
掘
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
壕
を
掘

削
す
る
作
業
は
、
主
と
し
て
工
作
・
機
関
科
の

兵
隊
が
あ
た
り
、
私
た
ち
は
こ
れ
と
い
っ
た
作

業
や
仕
事
・
訓
練
も
な
く
、
の
ん
び
り
と
穴
を

掘
る
作
業
を
眺
め
た
り
、
真
鶴
・
小
田
原
・
熱

海
と
遊
び
歩
い
て
い
た
。
潜
水
艇
を
格
納
す
る

た
め
に
、
鵐
窟
の
近
く
に
二
～
三
ヶ
所
の
洞
窟

を
掘
っ
て
い
ま
し
た
。
終
戦
時
に
は
未
完
成
で
、

従
っ
て
潜
水
艇
も
未
配
置
で
し
た
。」 

 

未
配
置
だ
っ
た
「
海
龍
」
は
、
日
本
海
軍
の

発
案
で
開
発
さ
れ
た
二
人
乗
り
の
有
翼
潜
水
艇

で
艇
下
部
に
魚
雷
発
射
筒
二
基
を
装
備
し
、
全

長
約
一
八
メ
ー
ト
ル
、
艇
首
に
六
〇
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
弾
頭
が
装
着
さ
れ
体
当
た
り
も
可
能
な

特
殊
兵
器
で
す
。 

 

海
軍
の
水
中
・
水
上
特
攻
隊
は
、
関
東
か
ら

東
海
の
各
地
に
配
置
さ
れ
、
三
浦
半
島
に
は
油

壺
湾
、
小
網
代
湾
、
諸
磯
湾
。
伊
豆
半
島
西
海

岸
に
は
、
沼
津
江
ノ
浦
。
伊
豆
半
島
東
海
岸
に

は
、
下
田
、
小
稲
・
和
歌
浦
・
石
廊
崎
・
稲
取

に
「
震
洋
」。
網
代
に
「
回
天
」
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

貴
船
神
社
下
の
横
穴
は
、『
真
鶴
町
史 

資
料

編
』
に
、「
清
水
海
軍
航
空
隊 

甲
一
四
期
真
鶴

駐
屯
日
記
」
に
よ
る
と
、
沼
津
の
工
作
隊
が
掘

削
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
海
龍
」
の

基
地
で
あ
る
と
い
う
明
確
な
記
述
が
あ
り
ま
せ

ん
。 し

か
し
、
同
日
記
の
別
の
箇
所
に
甲
一
四
期

生
の
一
部
が
空
中
特
攻
隊
要
員
と
し
て
茨
城
県

土
浦
に
派
遣
さ
れ
、
ま
た
、
沼
津
江
ノ
浦
や
下

田
に
も
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
五
期

生
は
網
代
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。 

 

真
鶴
に
駐
屯
し
た
兵
士
の
移
動
は
な
く
、
他

の
基
地
や
他
の
部
隊
に
派
遣
さ
れ
た
空
中
特
攻

隊
要
員
で
は
な
く
、
水
中
特
攻
隊
要
員
で
あ
っ

た
こ
と
は
た
し
か
の
よ
う
で
す
。 

 

ま
た
敗
戦
後
、
真
鶴
海
岸
に
遺
棄
さ
れ
た
一

隻
の
「
海
龍
」
の
写
真
が
残
っ
て
い
て
、
真
鶴

沖
付
近
で
「
海
龍
隊
」
が
演
習
・
訓
練
・
活
動

を
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
、
真
鶴
に

「
第
一
六
突
撃
隊
所
属
の
第
六
海
龍
隊
」
が
配

属
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

         
 

『真鶴』第33号に写真・記事掲載 
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そ
の
他
、 

・
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
の
所
に
「
無
線
電
信
所
」 

・
一
本
松
に
「
防
空
監
視
哨
」 

 

『
真
鶴
』
第
二
十
四
号 

・
岩
の
沢
知
尻
に
は
「
砲
台
」 

 

『
真
鶴
』
第
一
号 

・
真
鶴
橋
下
、
正
源
山
に
「
防
空
壕
」 

・
岩
並
松
大
地
に
「
監
視
陣
地
」 

 

な
ど
が
あ
り
、
真
鶴
町
郷
土
を
知
る
会
発
行

の
『
真
鶴
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
詳
細
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
は
、
紙
面
の
関
係
で

所
在
と
「
遺
構
」
の
み
と
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。 

《
参
考
文
献
》 

・「
語
り
つ
ぐ
言
の
葉 

Ⅰ
」
西
湘
地
区
教
職
員

組
合
平
和
教
育
検
討
委
員
会 

一
九
八
三
年 

・「
語
り
つ
ぐ
言
の
葉 

Ⅱ
」
西
湘
地
区
教
職
員

組
合
平
和
教
育
検
討
委
員
会 

一
九
八
五
年 

・「
語
り
つ
ぐ
言
の
葉 

Ⅲ
」
西
湘
地
区
教
職
員

組
合
平
和
教
育
検
討
委
員
会 

一
九
九
四
年 

・「
語
り
つ
ぐ
言
の
葉 

真
鶴
・
湯
河
原
」
Ｄ
Ｖ

Ｄ
及
び
資
料
集
Ｃ
Ｄ 

西
湘
地
区
教
育
文
化

研
究
所 

二
〇
二
〇
年
六
月 

・「
市
民
が
語
る
小
田
原
地
方
の
戦
争
」
戦
時
下

の
小
田
原
地
方
を
記
録
す
る
会 

二
〇
〇
〇

年
十
二
月 

・「
小
田
原
地
方
の
戦
争
遺
構
」
戦
時
下
の
小
田

原
地
方
を
記
録
す
る
会 

二
〇
〇
五
年
三
月 

・「
真
鶴
」
真
鶴
町
郷
土
を
知
る
会 

一
九
六
七

年
～ 

・「
真
鶴
町
史 

資
料
編
」 
真
鶴
町 

一
九
九

三
年 

  

  

文
化
財
審
議
委
員 

中
村 

弘
行 

 

三
ツ
石
の
戦
争
遺
跡
と
は 

真
鶴
半
島
の
先
端
に
三
ツ
石
と
い
う
景
勝
地

が
あ
り
ま
す
。
三
つ
の
大
岩
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
伊
豆
半
島
側
の

二
つ
の
大
岩
の
間
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
堤
防

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

図
１
は
ケ
ー
プ
真
鶴
か
ら
三
ツ
石
海
岸
に
降
り

て
い
く
途
中
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
わ
ず
か

に
そ
れ
が
写
っ
て
い
ま
す(

図
１)

。 

大
潮
の
日
に
私
は
、
そ
こ
ま
で
歩
い
て
い
っ

て
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
現
場
は
、
長
さ
が
約

二
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
が
約
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

が
約
七
メ
ー
ト
ル
あ
る
ま
す
。
砂
利
の
混
じ
っ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
で
き
て
い
ま
し
た
。
釣
り

人
に
は
絶
好
の
足
場
と
な
っ
て
い
ま
す(

図
２)

。 

こ
れ
は
何
か
と
い
い
ま
す
と
、
大
戦
末
期
に

陸
軍
が
作
っ
た
新
兵
器
「
無
線
誘
導
弾
」(

無
人

ミ
サ
イ
ル)

の
訓
練
標
的
跡
な
の
で
す
。
あ
と
で

詳
し
く
述
べ
ま
す
が
、
真
鶴
で
の
訓
練
は
失
敗

に
終
わ
っ
た
た
め
無
傷
で
残
っ
て
い
ま
す
。 

 無
線
誘
導
弾
と
は 

無
線
誘
導
弾
と
い
う
の
は
、
爆
弾
と
エ
ン
ジ

ン
と
無
線
装
置
が
搭
載
さ
れ
た
無
人
ミ
サ
イ
ル

で
す(

図
３
、
図
４)

。
母
機
に
吊つ

る
さ
れ
、
敵

艦
の
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
手
前
で
切
り
離
さ

れ
、
母
機
か
ら
の
無
線
誘
導
で
目
標
に
向
か
っ

て
突
撃
す
る
と
い
う
仕
組
み
の
新
兵
器
で
す
。

弱
点
は
、
無
人
ミ
サ
イ
ル
を
抱
い
た
母
機
の
動

き
が
や
や
鈍
い
た
め
作
戦
実
行
前
に
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
。
長
所
は
、
母

機
搭
乗
員
の
生
還
が
望
め
る
こ
と
で
し
た
。 

こ
れ
が
作
ら
れ
た
の
は
、
サ
イ
パ
ン
島
が
陥

三
ツ
石
の
戦
争
遺
跡
と 

人
間
爆
弾
桜
花 

 

図１ 真鶴半島の三ツ石  

2025年9月7日筆者撮影 

図2 無線誘導弾訓練標的跡 

2025年9月7日筆者撮影 
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落
し
た
直
後
の
一
九
四
四
年
七
月
の
こ
と
で
す
。

サ
イ
パ
ン
島
は
大
本
営
が
設
定
し
た
絶
対
防
空

圏
の
内
側
に
あ
り
、
サ
イ
パ
ン
島
が
米
軍
の
手

に
渡
る
こ
と
は
本
土
へ
の
空
襲
が
現
実
の
も
の

と
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
し
た(

大
本
営
は
サ
イ

パ
ン
陥
落
の
直
後
に
閣
議
で
学
童
疎
開
を
決
定

し
て
い
ま
す)

。
新
兵
器
は
敗
色
濃
厚
と
な
っ
た

戦
局
の
大
逆
転
を
ね
ら
う
も
の
で
し
た
。 

 誕
生
の
契
機 

神
風
特
攻
隊
が
使
わ
れ
る
の
は
一
九
四
四
年

十
月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
レ
イ
テ
沖
海
戦
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
前
か
ら
個
人
の
発
意
に
基
づ

く
体
当
た
り
攻
撃
は
あ
り
ま
し
た
。
無
線
誘
導

弾
は
こ
の
体
当
た
り
攻
撃
へ
の
批
判
か
ら
生
ま

れ
ま
し
た
。 

そ
れ
を
考
え
た
の
は
陸
軍
航
空
本
部
で
す
。

同
本
部
は
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
死
を
意
味

す
る
体
当
た
り
攻
撃
は
技
術
者
の
怠
慢
を
意
味

す
る
不
名
誉
な
こ
と
だ
と
し
、
無
人
ミ
サ
イ
ル

の
開
発
に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

図
５
に
示
し
た
よ
う
な
二
種
類
の
無
線
誘
導
弾

が
作
ら
れ
ま
し
た
。 

 

熱
海
の
旅
館
に
激
突 

一
九
四
四
年
十
一
月
、
試
験
飛
行
が
茨
城
県

阿
字
ヶ
浦
で
行
わ
れ
、
お
お
む
ね
良
好
な
結
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
十
二
月(

翌
年
二
月 

                     

説
も
あ
り)
、
実
戦
訓
練
が
真
鶴
半
島
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

使
わ
れ
た
訓
練
機
は
イ
号
１
型
乙
無
線
誘
導

弾
。
小
さ
い
方
で
す
。
網
代

あ

じ

ろ

上
空
で
母
機
か
ら

切
り
離
さ
れ
、
真
鶴
半
島
に
向
か
っ
て
発
進
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
無
線
装
置
の
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
、
無
線
誘
導
弾
は
進
路
を
大
き
く
変
え
、

な
ん
と
熱
海
の
玉
乃
井
旅
館
に
突
っ
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た(

図
６)

。『
熱
海
市
消
防
沿
革
史
』

に
よ
る
と
、
五
戸
が
焼
失
。
死
者
一
名
、
負
傷

者
は
二
名
、
す
べ
て
女
性
で
し
た
。
突
っ
込
ん

だ
場
所
が
女
湯
で
あ
っ
た
た
め
、「
陸
軍
は
爆
弾

ま
で
エ
ロ
い
」
と
か
、「
エ
ロ
爆
弾
」
と
か
い
っ

た
風
評
が
乱
れ
飛
ん
だ
そ
う
で
す
。 

翌
年
五
月
、
陸
軍
航
空
本
部
は
訓
練
場
所
を

滋
賀
県
の
八
日
市
陸
軍
飛
行
場
に
移
し
、
琵
琶

湖
沖
の
無
人
島
を
標
的
と
し
て
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
二
度
の
訓
練
で
命
中
率
は
七
五
パ
ー
セ 

           

名称 イ号 1 型甲無線誘導弾 イ号 1 型乙無線誘導弾 

全長 5.77ｍ 4.09ｍ 

重量 1400kg 680kg 

爆弾量 800kg 300kg 

速度 550 ㎞ 550 ㎞ 

母機 重爆撃機 軽爆撃機 

製造数 試作機 10、量産若干 試作機 11、量産 150 

製造場所 三菱重工名古屋航空機製作所 川崎航空機明石工場 

図5 2種類の無線誘導弾 大澤弘之『日本ロケット物語』より作成 

真鶴半島での実践訓練に使われたのは右側のイ号1型乙無線誘導弾 

図4 四式重爆撃機「飛龍」(全長18メートル 乗員8名) 

に吊るされたイ号1型甲無線誘導弾 

三菱重工業株式会社史編さん室編『三菱重工業株式会社史』 

図3 イ号1型甲無線誘導弾 

小橋良夫『日本陸軍の秘密兵器』  

図６ 当時の絵葉書に描かれた玉乃井旅館  
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ン
ト
に
ま
で
向
上
し
、
明
石
工
場
で
は
一
五
〇

機
が
量
産
さ
れ
ま
し
た
が
、
六
、
七
月
の
三
回

に
わ
た
る
明
石
空
襲
で
そ
の
す
べ
て
を
失
い
ま

し
た
。 

し
た
が
っ
て
、
無
線
誘
導
弾
は
実
戦
で
は
一

度
も
使
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
間
に
合
わ
な

か
っ
た
兵
器
」(

戦
時
下
の
小
田
原
地
方
を
記
録

す
る
会
編
『
小
田
原
地
方
の
戦
争
遺
跡
』)
と
言

わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。 

 人
間
爆
弾
桜
花

お
う
か 

話
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
の
で
す
。
こ

の
無
線
誘
導
弾
は
、
海
軍
の
手
に
よ
っ
て
特
攻

兵
器
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
の
で
す
。 

 

カ
ギ
を
握
る
人
物
は
太
田
正
一
海
軍
少
尉
で

す
（
図
７
）。
太
田
は
、
無
線
誘
導
弾
の
情
報
を

小
耳
に
は
さ
み
、
三
菱
重
工
名
古
屋
工
場
の
製

造
担
当
者
か
ら
設
計
の
概
要
を
聞
き
だ
し
ま
す
。

そ
し
て
と
ん
で
も
な
い
も
の
を
考
え
出
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
無
線
誘
導
装
置
を
人
間
に
置
き
換
え

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
す
な
わ
ち
、
頭
部
に

爆
弾
、
尾
部
に
推
進
機
、
そ
の
中
間
に
人
間
を

配
置
す
る
案
を
作
成
し
、
海
軍
上
層
部
に
提
出

し
た
の
で
す
。 

一
介
の
下
級
将
校
の
案
が
な
ぜ
海
軍
上
層
部

に
認
め
ら
れ
た
の
か
。
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
で
す
。

一
つ
は
、
爆
弾
量
の
多
さ
で
す
。
海
軍
の
計
算

で
は
、
五
〇
〇
キ
ロ
爆
弾(

戦
闘
機
に
搭
載
で
き

る
最
大
量
の
爆
弾)

で
は
空
母
の
甲
板
に
命
中
し

て
も
「
大
中
破

だ
い
ち
ゅ
う
は

」
し
か
望
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

太
田
案
に
は
、
戦
艦
や
空
母
を
撃
沈
す
る
に
必

要
な
一
・
二
ト
ン
の
爆
弾
量
が
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
も
う
一
つ
は
、
ま
ず
太
田
自
身
が
乗
っ

て
い
く
と
明
言
し
た
こ
と
で
す
。 

海
軍
上
層
部
の
審
査
を
パ
ス
し
た
太
田
案
は
、

海
軍
航
空
技
術
廠

し
ょ
う

に
送
ら
れ
設
計
さ
れ
、
製
造

さ
れ
ま
し
た
。
人
間
爆
弾
桜
花
の
誕
生
で
す
。 

 

桜
花
の
初
出
撃
は
一
九
四
五
年
三
月
二
十
一

日
で
し
た
。
沖
縄
周
辺
海
域
で
、
グ
ラ
マ
ン
に

待
ち
伏
せ
さ
れ
、
母
機
も
ろ
と
も
十
八
機
が
全

滅
し
ま
し
た
。 

や
が
て
始
ま
っ
た
沖
縄
決
戦
。
桜
花
は
十
次

に
わ
た
り
約
四
十
機
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

確
認
さ
れ
た
戦
果
は
駆
逐
艦
一
隻
の
み
で
、
目

標
で
あ
っ
た
空
母
、
戦
艦
の
撃
沈
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
結
果
的
に
は
二
五
〇
～
五
〇
〇
キ

ロ
爆
弾
を
積
ん
だ
特
攻
機
・
零
戦
を
下
回
る
戦

果
で
し
た
。
人
命
お
よ
び
費
用
対
効
果
の
無
視

に
あ
き
れ
た
米
軍
は
桜
花
に
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ａ
と
い
う

コ
ー
ド
ネ
ー
ム
を
付
け
ま
し
た
。 

 

展
示
さ
れ
て
い
る
実
物 

桜
花
は
今
、
そ
の
実
物
が
埼
玉
県
の
航
空
自

衛
隊
入
間
基
地
の
修
武
台
記
念
館
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す(

図
８)

。
同
記
念
館
は
隊
員
の
た
め

の
教
育
訓
練
施
設
な
の
で
す
が
、
月
に
一
～
二

回
、
見
学
会
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
二
〇

二
五
年
九
月
二
十
五
日
に
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

写
真
撮
影
も
許
可
さ
れ
、
こ
う
し
て
こ
の
文
化

財
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

写
真
の
桜
花
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
巨
大

爆
弾
が
取
り
出
さ
れ
て
い
ま
す(

桜
花
本
体
の
右

側)

。 ま
た
、
両
翼
が
木
製
で
ま
る
で
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
骨
組
み
の
よ
う
で
す
！ 

圧
倒
的
な
資
材
不

足
だ
っ
た
た
め
で
す
。
実
際
に
は
布
を
ぐ
る
ぐ

る
と
巻
き
付
け
て
実
戦
に
臨
ん
だ
そ
う
で
す
。 

戦
後
生
ま
れ
の
私
に
は
戦
争
体
験

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
真
鶴
に
残
る
戦

争
遺
跡
を
調
べ
伝
え
る
こ
と
で
、「
新

た
な
戦
前
」
を
招
か
な
い
よ
う
、
平

和
な
日
々
が
続
く
よ
う
、
微
力
な
が

ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

〔
元
小
田
原
短
期
大
学
教
授
、 

著

書
＝
『
食
育
の
た
め
の
教
育
原
理
』

三
恵
社
、
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史 

寒
天
』
法
政
大
学
出
版
局
、『
み
か
ん

山
の
魔
女
』
文
芸
社
〕 

 
 

図７ 太田正一海軍少尉  

秦郁彦『昭和史の謎を追う(上)』 

図８ 人間爆弾桜花  

全長6.066ｍ 重量440kg 爆弾量1.2ｔ 

航空自衛隊入間基地修武台記念館 

(西武池袋線稲荷山公園駅下車徒歩10 分) 

2025年9月25日筆者撮影 

① 
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真鶴町の太平洋戦争関係地図 

戦時下の真鶴町には、戦争に関係する場所が沢山ありました。現在は、開発や埋め立てなどがされ、今もみられ

る「戦争遺構」は少ないです。町と戦争の歴史を後世に伝えるべく、「戦争遺構」も今後は残していく必要があり

ます。 

今回作成した地図は、こうした「戦争遺構」及び太平洋戦争に関係した場所を把握するため、参考文献にみられ

る書籍・論文、聞き取り調査をもとにして作成したものです。場所や内容については、推測地や伝承地を含み、表

については現在の名称を記しています。 

（真鶴町教育委員会 学芸員 永見達也 作成） 

④ 

① 

③ 

⑤ 

② 

⑧ 
⑥ 

⑯ 

⑰ 

⑱ ⑲ 
⑳ 

㉒ 
㉓ 

㉑ 

⑩ 

⑫ 
⑪ 

⑬ 

⑭ 
⑮ 

⑨ 

⑦ 
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① 沢尻付近 アメリカ軍の本土侵攻に備え、重 砲
じゅうほう

（長距離射撃が可能な大砲）陣地が構築された。 

② 並松付近 アメリカ軍の本土侵攻に備え、相模湾の監視をする陣地が構築された。 

③ 三角山付近 国道135号線を北上するアメリカ軍を迎撃する目的で、重砲陣地があったとされる。 

④ 岩ふれあい館 旧岩小学校が部隊の宿所となっていた。 

⑤ 瀧門寺 部隊が駐屯し、防空壕もあったとされる。 

⑥ 岩海岸 舟艇
せんてい

格納庫
かくのうこ

や特攻隊基地が構築途中であったとされる。 

⑦ 兒子神社 忠魂碑や護国碑がある。 

⑧ 西念寺 福浦から上陸したアメリカ軍を迎撃する目的で、重砲陣地が構築された。 

⑨ 真鶴駅 空襲の際にアメリカ軍による機銃
きじゅう

掃射
そうしゃ

の弾
だん

痕
こん

跡があった。（現在はない） 

⑩ まなづる小学校 部隊の宿舎となっていた。 

⑪ 鵐窟 
軍部の命令によって取り壊され、その石材を直ぐ前の岸壁から船積みして、追浜

おっぱま

飛行場（横

須賀市）の基礎工事に搬出された。 

⑫ 真鶴港 特攻潜水艇「震
しん

洋
よう

」の特攻基地があったとされる。 

⑬ 貴船神社下 
貴船神社の下に特攻潜水艇「海

かい

龍
りゅう

 」の未完成の格納庫があったとされる。その遺構が現存

している。 

⑭ 琴が浜 
特攻隊の基地があったとされる。⑫～⑭の海岸線一帯が、特攻潜水艇の基地の計画があった

可能性が高い。 

⑮ 貴船神社 忠魂碑や慰霊碑がある。 

⑯ 真鶴岬 兵隊が機関銃を使う際の陣地があったとされる。 

⑰ 三ツ石 航空攻撃の無線誘導弾を実験するための的とされていた。その遺構が現存している。 

⑱ 番場浦 
三ツ石の基部に歩兵の陣地があったとされる。番場浦にその遺構のようなものが現存してい

るが、今後の調査が必要である。 

⑲ お林展望公園 戦争末期に高射砲
こうしゃほう

（空中を目標として射撃する火砲）陣地を構築する予定だったとされる。 

⑳ 海老名旅館跡地 洞窟陣地があったとされるが、旅館の改装時に埋められた。 

㉑ 道無海岸 暁部隊（日本陸軍運輸部船舶部隊）の訓練場があったとされる。 

㉒ 真鶴1374番地付近 
探
たん

照
しょう

灯
とう

 （ーーライイト）と呼ばれる、夜間の敵の早期発見や夜間に敵機を照らして標的に

するものが構築されていた。 

㉓ ひなづる幼稚園付近 
一本松付近の高台に置かれたトーラカ（コンクリートで堅固に構築した陣地）の上で、何時

何分に飛行機がどういう方向を通ったか、逐一報告していた防空監視哨
かんししょう

があった。 

その他 
戦時下、真鶴町には軍の施設としての防空壕や一般住民が堀った防空壕が沢山存在した。現

在もその痕跡がみられる箇所がある。（真鶴橋下など） 

【参考文献】 

・平井大海「真鶴石材小史③」（『真鶴』3号、1968年） 

・川村虎夫・脇山静江・遠藤勢津夫・川辺昭治・湯本満「（座談）真鶴空襲のころ」（『真鶴』24号、1985年） 

・熊本徳治「真鶴防空監視哨秘話」（『真鶴』24号、1985年） 

・高橋冨一「真鶴の生活の中で」（『真鶴』30号、1991年） 

・真鶴町郷土を知る会編『戦時日誌抄』（真鶴町郷土を知る会発行、1991年） 

・櫻井光夫「史碑「浅間山・平安の碑」建立について」（『真鶴』31号、1992年） 

・『真鶴町史 通史編』（真鶴町、1995年） 

・戦時下の小田原地方を記録する会編『撃ち抜かれた本』（戦時下の小田原地方を記録する会、1995年） 

・戦時下の小田原地方を記録する会編『市民が語る小田原地方の戦争』（戦時下の小田原地方を記録する会、2000年） 

・ネーモン「聞き取り調査2・3・8」（ネーモン編集、2002年に実施） 

・戦時下の小田原地方を記録する会編『小田原地方の戦争遺跡』（戦時下の小田原地方を記録する会、2005年） 

・市原誠「米軍のコロネット作戦に対する第53軍の本土防衛－証言と実地見聞から見る本土防衛陣地Ⅰ－」 

（『平塚市博物館研究報告 自然と文化』第48号、2025年） 

＊松本茂氏、文化財審議委員長三木宏氏、文化財審議委員川口仁齋氏の聴き取り調査も参考にした。 
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文
化
財
審
議
委
員 

川
口
仁
齊 

 

文
化
財
と
は
、
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で
生

ま
れ
育
ま
れ
、
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
貴

重
な
財
産
（
文
化
的
遺
産
）
の
こ
と
で
、
建

物
・
彫
刻
・
絵
画
・
文
書
（
有
形
）
か
ら
、
お

祭
り
・
芸
能
（
無
形
）、
遺
跡
・
自
然
（
記
念
物
）

ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
真
鶴
町
の
文
化
財

は
町
に
と
っ
て
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
し
、
未

来
へ
継
承
す
る
た
め
に
保
護
・
活
用
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

「
温
故
知
新

お

ん

こ

ち

し

ん

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
論
語
の
「
故
き
を
温た

ず

ね
新
し
き
を
知
る
」

に
由
来
し
ま
す
。 

 

昔
の
古
臭
い
知
識
は
役
に
立
た
な
い
も
の
だ

と
否
定
せ
ず
、
古
い
事
柄
や
昔
の
知
識
を
繰
り

返
し
学
び
、
研
究
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
新

し
い
知
識
や
見
解
、
道
理
を
見
つ
け
出
そ
う
と

い
う
意
味
の
四
字
熟
語
で
す
。
単
に
昔
を
懐
か

し
む
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
発
見
を

し
、
今
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
こ
と
が
大
事
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
か
ら
真
鶴
町
で
は
真

鶴
町
文
化
財
保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
、
真
鶴
町

文
化
財
審
議
委
員
会
規
則
に
よ
り
委
員
が
委
嘱

さ
れ
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
研

究
し
、
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
意
見
を

具
申
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

真
鶴
町
の
有
識
者
の
間
で
は
、
昭
和
三
十
年

代
か
ら
文
化
財
を
保
護
し
よ
う
す
る
意
識
が
ひ

と
き
わ
強
く
持
た
れ
、
何
は
と
も
あ
れ
文
化
財

と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
と
り
あ
え
ず
指
定
し
て

お
こ
う
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）
に
は
真
鶴
町
文
化
財
と
銘
打
っ

て
第
一
次
の
真
鶴
町
重
要
文
化
財
と
な
る
も
の

が
指
定
さ
れ
、
指
定
目
録
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
筆
者
が
文
化
財
審
議

委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
八
年
（
一

九
七
三
）
の
こ
と
で
し
た
。 

 

大
先
輩
の
先
生
方
が
掘
り
起
こ
し
、
発
見
し

た
古
文
書
が
ま
だ
全
部
解
読
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
第
何
次
の
指
定
に
む
か
っ
て
か

覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
役
場
の
二
階
に
未
指
定

の
文
書
の
コ
ピ
ー
を
広
げ
、
赤
鉛
筆
を
使
っ
て

解
読
し
た
文
を
書
き
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

候
文
の
読
み
方
も
ろ
く
に
わ
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
古
文
書
解
読
辞
典
を
参
考
に
し
な
が
ら

夜
中
ま
で
か
か
っ
て
読
み
解
い
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。 

 

委
員
会
で
は
、
他
市
町
村
の
文
化
財
行
政
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
、
毎

年
度
一
回
視
察
に
出
か
け
ま
し
た
。
昭
和
五
十

年
代
に
は
県
外
視
察
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
議

委
員
に
は
年
一
回
報
酬
が
出
ま
し
た
の
で
、
三

年
間
の
報
酬
と
不
足
分
は
自
己
負
担
分
を
加
算

し
て
、
か
な
り
の
遠
方
ま
で
一
泊
二
日
が
か
り

で
出
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

視
察
に
行
く
と
き
は
ノ
ー
ト
、
ス
ケ
ー
ル
、

カ
メ
ラ
は
必
ず
携
行
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
帰
っ
て
か
ら
は
ノ
ー
ト
と
写
真
を
整
理

し
て
フ
ァ
イ
ル
に
閉
じ
て
保
管
す
る
よ
う
に
し

た
の
で
た
く
さ
ん
の
視
察
レ
ポ
ー
ト
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
視
察
に
よ
っ
て
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
や
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
う
っ

す
ら
と
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
大
発
見
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
指
定
に
当
た
っ
て

は
、
石
造
物
等
は
設
置
さ
れ
て
い
る
現
地
や
現

物
を
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
、
古
文
書
は
そ
の

コ
ピ
ー
で
は
な
く
直
接
現
物
に
触
れ
る
こ
と
が

大
事
だ
と
い
う
観
点
か
ら
野
外
に
出
て
現
場
に

行
き
、
現
物
に
直
接
触
れ
て
調
査
し
ま
し
た
。 

 

第
十
次
の
指
定
の
と
き
は
、
今
ま
で
指
定
し

な
い
で
い
た
大
事
な
文
化
財
に
つ
い
て
、
詳
し

く
調
査
し
て
指
定
し
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
筆
者
の
住
職
す
る
瀧
門
寺
に
あ
る
古
文

書
の
解
読
に
当
た
り
ま
し
た
。
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
や
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
お

ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
理
解
で
き
ま
し
た
。
特
に
真

鶴
で
も
深
い
縁
が
あ
る
風
外
禅
師
の
書
を
、
風

外
手
跡
十
二
幅
と
し
て
指
定
し
た
こ
と
は
大
き

な
案
件
と
し
て
記
憶
に
残
り
ま
す
。 

 

第
十
三
次
以
降
の
指
定
と
な
る
と
、
今
ま
で

の
懸
案
で
あ
っ
た
物
件
も
ほ
ぼ
指
定
済
と
な
り

次
は
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
町
内
に
は
埋
も
れ
て
い
て
、

私
た
ち
の
力
が
足
り
ず
、
発
見
で
き
な
い
も
の

文
化
財
審
議
委
員
会
の
思
い
出 
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や
、
世
に
出
な
い
も
の
が
多
数
有
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
発
見
し
て
顕

彰
し
、
今
後
に
伝
え
る
こ
と
も
文
化
財
審
議
委

員
会
の
重
要
な
役
割
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、

町
内
に
は
、
今
現
在
で
は
新
し
い
作
品
で
あ
っ

て
も
、
今
か
ら
百
年
も
経
て
ば
立
派
な
文
化
財

と
な
る
物
件
も
多
数
あ
る
の
で
、「
邪
魔
に
な
る

か
ら
捨
て
て
し
ま
え
」
と
言
わ
な
い
で
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
私
た
ち
の
役
目
で
あ
る

と
認
識
し
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
筆
者
は
八
〇
歳
を
超
え
調
査
活
動
は

体
力
的
に
無
理
だ
と
自
認
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
今
期
を
も
っ
て
委
員
を
辞
任
し

後
任
の
方
に
後
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
文
化
財
だ
よ
り
の
一
頁
を
い
た
だ
き

思
い
出
と
な
る
こ
と
を
書
か
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

最
後
に
文
化
財
審
議
委
員
会
の
仕
事
に
携
わ

る
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
拙

文
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

    

文
化
財
審
議
委
員 

大
村 

浩
司 

 

視
察
日
：
令
和
七
年
十
月
九
日
（
木
） 

視
察
地
：
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資

料
館
（
神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩
区
東

三
田
一
丁
目
一
） 

 

終
戦
八
十
年
に
あ
た
る
今
年
度
の
視
察
研
修

は
、
太
平
洋
戦
争
期
の
遺
跡
や
関
連
資
料
の
調

査
研
究
な
ら
び
に
保
存
活
用
の
事
例
を
学
ぶ
目

的
で
、
川
崎
市
の
「
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸

研
究
所
資
料
館
」
を
訪
ね
ま
し
た
。 

明
治
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
資
料
館

は
、
旧
日
本
軍
が
戦
前
に
設
置
し
た
「
登
戸
研

究
所
」
の
建
物
を
保
存
活
用
し
て
、
二
〇
一
〇

年
三
月
に
展
示
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
歴
史
教
育
・
平
和
教
育
・
科
学
教
育
の
発

信
の
場
に
加
え
、
地
域
社
会
と
の
連
携
の
場
と

な
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
「
登
戸
研
究
所
」
と
は
ど
ん
な
施
設
な
の

で
し
ょ
う
か
。
戦
争
に
は
地
上
戦
な
ど
表
面
に

現
れ
る
戦
い
に
加
え
、
秘
密
戦
と
呼
ば
れ
る
水

面
下
で
行
わ
れ
る
戦
い
が
伴
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
パ
イ
活
動
、
破
壊
・
暗
殺
・
か
く
乱
活
動
、

人
心
の
誘
導
な
ど
の
行
為
が
そ
れ
に
当
た
り
ま

す
。
こ
の
秘
密
戦
で
使
用
す
る
兵
器
や
資
材
な

ど
を
研
究
開
発
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
一
つ

が
「
登
戸
研
究
所
」
で
す
。
一
九
四
四
年
に
は

敷
地
十
一
万
坪
の
規
模
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
、

終
戦
時
に
は
長
野
に
移
転
し
て
い
ま
す
。 

資
料
館
に
入
る
と
、
ま
ず
導
入
と
し
て
の
映

像
を
視
聴
し
、
そ
の
後
解
説
員
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
展
示
室
を
見
学
し
ま
し
た
。
当
時
の
部

屋
を
利
用
し
た
展
示
室
は
、
五
つ
の
テ
ー
マ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
第
１
展
示
室
で
は

「
登
戸
研
究
所
」
の
歴
史
や
組
織
・
役
割
な
ど

の
全
体
像
。
第
２
展
示
室
で
は
風
船
爆
弾
に
つ

い
て(

写
真
参
照)

。
第
３
展
示
室
で
は
生
物
兵

器
、
毒
物
、
ス
パ
イ
機
材
な
ど
諜
報
活
動
に
伴

う
内
容
。
第
４
展
示
室
で
は
、
偽
札
製
造
に
つ

い
て
。
そ
し
て
第
５
展
示
室
で
は
、
長
野
に
移

転
し
た
研
究
所
の
様
子
と
現
在
の
資
料
館
に
生

ま
れ
変
わ
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
展
示
資
料
は
よ
く
工
夫
さ

れ
、
解
説
と
と
も
に
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
、

見
学
の
最
後
に
は
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
映
像

を
見
る
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
は
、
資
料
館
の
ほ
か
に
も
現
状
保

存
さ
れ
て
い
る
弾
薬
庫
や
神
社
、
石
碑
、
消
防

栓
な
ど
関
連
す
る
場
所
が
あ
り
、
学
生
た
ち
も

そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
資
料
館
の
特
徴
と
し
て

文
化
財
審
議
委
員
会 

 
 

 
 

 

視
察
研
修
報
告 

 

旧日本軍の研究施設を保存活用した資料館 
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以
下
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
、
旧
日

本
軍
の
研
究
施
設
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
保
存
活

用
し
て
資
料
館
と
し
て
い
る
全
国
で
唯
一
の
事

例
で
あ
る
こ
と
。
２
、
歴
史
に
は
ほ
と
ん
ど
記

録
さ
れ
て
い
な
い
秘
密
戦
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
こ
と
。
３
、「
登
戸
研
究
所
」
で
行
わ
れ
て
い

た
内
容
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
直
視
し
、
語
り

継
ぐ
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
。
４
、

「
登
戸
研
究
所
」
の
史
実
発
掘
過
程
を
展
示
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
注
目
し
た
い
の
は
４
の
史

実
発
掘
過
程
で
、
歴
史
や
内
容
を
調
べ
保
存
の

き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
が
、
高
校
生
や
一
般
市

民
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。「
登
戸
研
究
所
」

は
戦
争
の
暗
部
と
さ
れ
る
内
容
が
研
究
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
歴
史

の
表
に
出
て
こ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
残
る
旧
日
本

軍
の
施
設
の
こ
と
を
、
純
粋
に
知
り
た
い
と
し

て
川
崎
や
長
野
の
高
校
生
た
ち
が
活
動
を
始
め
、

そ
の
活
動
が
当
時
の
関
係
者
を
動
か
し
証
言
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
地
域
の
人

達
や
大
学
を
も
巻
き
込
ん
で
資
料
館
と
し
て
保

存
と
活
用
の
道
を
開
い
た
の
で
す
（
註
１
）。
そ

の
意
味
で
は
、
資
料
館
は
単
に
戦
争
の
記
録
を

残
す
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に

し
、
継
承
し
て
い
く
活
動
自
体
を
示
す
存
在
と

も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

今
回
の
視
察
で
は
、
川
崎
に
残
っ
て
い
た

「
登
戸
研
究
所
」
が
保
存
継
承
さ
れ
、
資
料
館

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
戦
争
時
の

暗
部
で
あ
る
秘
密
戦
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
真
鶴
町
に
も
、
こ
う
し
た
戦
争
に

関
わ
る
資
料
、
戦
争
経
験
者
の
証
言
、
戦
争
遺

跡
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
本
号
で
も
、
三
ツ
石

照
射
試
験
場
跡
、
推
定
特
殊
潜
航
艇
格
納
庫
な

ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
ら
の
資
料
や
戦
争
遺
跡
な
ど
か
ら
、
真
鶴
に

お
け
る
戦
争
期
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
戦
後
八
十
年
が
経
過
し
、
直
接
の
証

言
を
聞
く
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
加

え
て
八
十
年
と
い
う
時
間
は
、
人
々
か
ら
戦
争

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
い
ま
す
。 

戦
後
八
十
年
を
迎
え
た
今
を
生
き
る
私
た
ち

は
、
再
び
こ
の
時
を
戦
前
と
呼
ば
せ
る
こ
と
が

な
い
様
に
平
和
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
残
さ
れ
て
き
た
証

言
や
戦
争
関
連
資
料
、
さ
ら
に
土
地
に
刻
ま
れ

た
戦
争
遺
跡
か
ら
戦
争
の
実
態
を
き
ち
ん
と
学

び
、
平
和
を
引
き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。 

 （
註
１
）
高
校
生
達
の
活
動
は
本
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。『
高
校
生
が
追
う
陸
軍
登
戸

研
究
所
』
一
九
九
一
、
教
育
資
料
出
版

会 

        

     

◎
教
育
普
及
事
業 

・
町
民
セ
ン
タ
ー
展
示
事
業 

「
岩
地
区
と
土
屋
家
展
」 

（
四
月
八
日
～
五
月
二
十
六
日
） 

「
幼
稚
園
・
学
校
の
歴
史
展
」 

（
五
月
二
十
四
日
～
六
月
二
十
九
日
） 

「
真
鶴
と
太
平
洋
戦
争
展
」 

（
七
月
一
日
～
八
月
二
十
四
日
） 

＊
中
川
一
政
美
術
館
サ
テ
ラ
イ
ト
展
示 

「
偉
人
・
中
川
一
政
の
ポ
ス
タ
ー
と
陶
芸
展
」  

（
九
月
二
日
～
十
月
二
十
三
日
） 

「
土
屋
家
美
術
品
展
」 

（
十
一
月
五
日
～
二
月
九
日
） 

・
成
人
学
級
（
十
一
月
二
十
二
日
） 

「
史
料
で
読
み
解
く
源
頼
朝
と
真
鶴
」 

 
 

 
 

 

講
師 

真
鶴
町
教
育
委
員
会 

永
見
達
也 

・
「
文
化
財
だ
よ
り
」
第
三
十
八
号
発
行 

 

◎
文
化
財
保
存
事
業 

◆
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財 

 
 

 

・
貴
船
神
社
の
船
祭
り 

◆
町
重
要
伝
統
文
化
行
事 

 
 

 

・
岩
海
岸
ど
ん
ど
焼
き 

・
岩
兒
子
ま
つ
り 

 
 

 

・
岩
海
岸
灯
籠
流
し 

「風船爆弾」について展示解説されている第２展示室 

過去のバックナンバー 

令
和
七
年
度
文
化
財 

 
 

 
 

 

保
存
・
活
用
事
業 

 


